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―
―
認
知
症
に
お
け
る
最

近
の
傾
向
は
。

　

も
の
忘
れ
と
い
う
病
気

が
一
般
の
方
に
も
よ
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

「
少
し
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
」 

と
い
う
こ
と
で
心
配
に
な

っ
て
受
診
さ
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
受
診
者
で

診
断
が
つ
い
た
人
の
割
合

で
は
、
認
知
症
の
前
段
階

の
「
軽
度
認
知
障
害
」（
Ｍ

Ｃ
Ｉ
）の
レ
ベ
ル
の
人
が
、

こ
こ
５
、６
年
の
間
で
２

割
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
だ
と
「
ど
う
し
て

重
く
な
る
ま
で
医
療
機
関

に
受
診
し
て
い
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
」
と
驚
く
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
受
診
の
ハ
ー
ド

ル
が
低
く
な
っ
て
、
そ
れ

だ
け
早
期
発
見
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
ね
。

　

砂
川
市
立
病
院
で
は
、

患
者
や
家
族
を
対
象
に
受

診
の
際
の「
満
足
度
調
査
」

も
家
族
も

「
受
診
前

の
不
安
」

は
お
よ
そ

６
割
で
、

意
外
に
少

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お

よ
そ
１
０
０
０
人
を
対
象

に
「
受
診
前
と
受
診
後
の

不
安
」に
つ
い
て
、「
老
年
群
」

と「
若
年
群
」（
65
歳
未
満
）

に
分
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

「
老
年
群
」
で
は
、
患
者

な
か
っ
た
。
こ
の
不
安
を

抱
い
て
い
た
方
が
診
断
名

を
告
げ
ら
れ
た
時
は
、「
不

安
が
な
く
な
っ
た
」
が
９

割
弱
で
し
た
。

　

つ
ま
り
患
者
も
家
族
も

「
病
気
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
納
得
し
、
安
心
し

自
分
が
悪
い
の
で
は
な
い

　

内
閣
府
が
発
表
し
た
「
高
齢
社
会
白
書
」（
２
０
１
７
年
版
）
に
よ
る
と
、
65

歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
の
数
は
、
２
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は
７
３
０
万
人
と

推
計
さ
れ
、
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
「
痴
呆
症
」
と
呼
ば
れ
た
「
認
知
症
」
の
病
名
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
も
あ
っ
て
市
民
権
を
得
た
と
言
え
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
い
の
も
確
か
だ
。

　

そ
こ
で
認
知
症
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
知
ら
れ
る
砂
川
市
立
病
院
・
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
内
海
久
美
子
氏
に
、
認
知
症
の
最
前
線
治
療
と
予
防
・
リ

ハ
ビ
リ
、
社
会
的
支
援
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

Q1. 受診前は不安でしたか？

本人

家族

本人

家族

Q2. 受診後その不安は？
①いいえ　②はい

不安では
なかった
145

（44.2%）

不安では
なかった
228

（37.7%）

老年本人群 若年本人群

老年同伴者群 若年同伴者群

不安だった
183
（55.8%）

不安では
なかった

3（17.6%）

不安だった
14

（82.4%）

不安だった
377
（62.3%）

不安では
なかった

2（12.5%）

不安だった
14

（87.5%）

変わらない
19（11.2%） 変わらない

3（23.1%）

変わらない
49（13.5%）

悪くなった1（0.6%） 悪くなった0

悪くなった1（0.3%） 悪くなった0

良くなった
150

（88.2%）

良くなった
10

（76.9%）

変わらない
3（23.1%）

良くなった
11

（78.6%）

良くなった
314

（86.3%）

①良くなった　②変わらない　③悪くなった

知
っ
て
い
る
よ
う

　
で

知
ら
れ
て
い
な
い

「
認
知
症
」っ
て
何
？

特
集

内
う つ み

海 久
く

美
み

子
こ

氏

砂川市立病院
認知症疾患医療センター長

【表１】

【表２】

【表３】

診断名告知後の気持ち 

結果

受診・早期発見・早期治療は、患者
や家族の満足に繋がっているのか？
そこで初診となり、診断名を告げられた患者さん（MMSE  
20 点以上の軽度の方）と、すべての家族にアンケート調
査を実施（2017 年４月～ 2019 年 12 月）

　 本人 同伴者 

進行が心配だったが，病気や病状が
理解でき不安がやわらいだ 88(5) 188(2) 

すべきことがわかり、前向きに治療
する気持ちになった 13(1) 12(1) 

早くわかって良かった 9 18

希望も捨てていなかったのでショック
だったが前向きにいくしかない 5(1) 7(1) 

心配だった 6 24

介護サービス利用や今後を家族で
話し合おうと思う 2(1) 18

病気だと思っていなかった 3 1

今後の進行、介護、生活が心配だ 2 41(2) 

結果を受け入れなければいけない、
今後の覚悟ができた 2 15

本人が納得して良かった 0 6

その他 18 24

回答者概要 回答者数 診断時の患者の
平均年齢

患者本人 
老年 348 79.9 ± 6.0 

若年 18 58.4 ± 5.9 

同伴者 
老年 619 81.1 ± 6.0 

若年 17 58.1 ± 5.4 

重複回答あり。（ ）内に若年群の数値を示した。
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